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　　　　第・g回宇聯醗委員会繍時会議麟墳次第

工白｝1寺，昭和48年・・月・8即

　　　　　　　　午後2時～4時’

3。議題　．　　　，　ド　　　　L

卿一工第・8贈醗委幽臨ロ寺一網鮨
．委’

　　委・9－3第8回・デット打上げ三三rいそ
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委玉9．一ユ1

　　　　　　第・β醇齢腕委蝕噛賜議壌事要旨

　　一泊時照継8年8月3工鴫
　　　　　　　　　　　午後2時～4時
　　　　”　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　三所’宇三州委鵬鎌室

　　　5談題　禰4ρ日鋼おける宇熱発離鍛ρ

　　　　　　　　　　　騨につ呼∴・＿

　　　4．　　資　　ラi斗　　　　’　　　　　　　　　　‘　・

一．

@委工8＿⊥第・劇報醗三会（麟蝋）
　　　　　　　　’．　議事要旨

5

委B「2一嚇「149年弱勢ける宇舗醗関係翻の　／

　　　　　　見馳について顧

，出三者　　，

宇宙開発委員会　　　　　　山県昌・夫
　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　』網　島㌦　　毅

　　“　　　　　　　　．　　　吉識雅夫
．・ g　　　，　　　八．．東薦
関係省庁聯員等　　．　　　　　・　．　　　　．　一

　科学技術庁研究説整局宇蕾開発参事官

　　　　　　　　　　　　　　　　　山　野　正　登

’文縮大学学術局編官　　笠木三日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代瑳：深沢）

　　　　　　　運翰省大．臣官房参事窟　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　｝

　　　　　　　気象庁総務部長

　　　　　　　海上保安庁総務部長

　　　　　　　郵政省電波藍理局審議官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　ジ

　　　　　　　郵政省電波監理局無線通信部長

　　　　　　　　東京大学宇宙航空研究所

　　　　　　　宇宙開発事業団

　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　事務局’　㌧　　．　．　、
　　　　　　　　科学技術庁研究繁藤局宇宙企画課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　a議事要旨
＼

　　　　　　　（・）前職金鶏旨についで

佐藤久衛
　‘代理：小林）

間　　　　　孝

　1〃　〃．高谷）

高　野　　　晟

　，1〃　：樋口）

高山静一雄
　‘一〃　：西村）

平　野＼正’雄

　1〃・：岡井）

大　野　勝　男．

岩　崎．・　出

高　木一邦　寛・

松　元一∴守他
　’　　　　　．　「

　　第・徊宇齢禁退会畷賜議庸暑≦鮨が・蝉を

一部追加のうえ・三百礎れたρ・一

（2｝耐枢9年陳おける宇宙開発1妻回避の見出について

　　事務局から面繋・8－2r昭和49年照おける宇宙開

・発関係経蜜の克栂りについて饅」に蝿ついて説明が行われ・

P四文6「どりあえず」とあるのは・、現在・報醗綱

の賄し礁めているので、その繍を得しだい必要晦じ

　所要の修正を行なうことを意味していること・および・P2

r皿（1）⊥！5）瓢び（6）の「エンジニアリ≧グザノゆ購には・一

醒緻用の幡器、アンテナなどのミツシラン繍罎本

　機器｛バス）とを整合させた衛星のエンジニアリングモデルの
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．試姫も含んで幡こと胸｛灘された6　∵
　　ζの後、以下の質疑応答が行なわれ・蓑現を一：部修軍の土・

　　「昭和49年敵おける宇宙醗関係鯉～の見積り」が暫簿・

　　酌に決定された。　，　　　・　　　　　．

醜：P9た「・ケット打＝ヒげ艶よ鵬鴉宇購ン三三劉

　　と鶴が・この2つは罪した方がよ吻ではないか・

斜飼磁来はこ遮りであるカぶ異獣ものと思われるので．・今

・’ 繧ﾍ分匪する方同で穣聴するgご

山県：特別研究促進論盛1婬5千万円と吟うのは具体的に決まって

　　いるのか。　　　　　’　　　　　○・

膿胸：宇宙眺翻紛として、言意予定してφる概鍛求釜良で

　　’ある。

lL際：cs、BSに1暴ナる昭和4B年度の研究開発経費約20億

　　円は、最終的娯体醜鰯にする予定か・またこの2・億

　　円の内容は今恒幽晦の提案したものとほほr叫か・

醸務局：：指摘冤）とおり．である。　　　　　　　’　　　　・　　一

八藤：P5’ A畷の文章の末尾は1「必要な輝費の見柄りは・励表．

　　のとおりである。上一と訂正すべきではないか。，

願務局：そのように訂正する。

鵬：麟段練早る宇三三蝋団伽ケット打上げ撒は
　　一頽4ρ所掌であるのに、激じ段1班おける．献伽ケツ

　　　ト打上げ経費が所堂外であるめはなぜか。

事務局：本来は双方とも委員会の所掌とすべきであるが・東大の

　　・ロケット打上げ締費は、観測白ケットの打上げ経費等委員会’

　　の所蜘の識が大半を占めており諒た、鎌的に頒し

　　　1　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，／

　　　　　　　」　　がたい。

山県：この懸り噛定灘）は潤係各箭の噸鯨の棚
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1をみて正式に決定することとするが、これと正式決定力斗内容

　　的に変わらなければ、正式決定の日付は委輿長に一任するこ
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　へ

　　どとしたい。
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　　　　　　　　　　　　　　委19－2

昭棚8年齢～9騰・砲痢上げ三三
’の評価について黎，

・ノ　　’

’昭和48年工d月18日

宇宙三三委員会
決　ド　　　　　ン　定

昭和48鞭8～9脚叶ツト打上〃ず顯を三山ため・
次により議査審議を行なうものとする。

：L　宇宙開発事爽団が行なった第8凹∫ロケット打上げ実験の結果

　を評価するために必娑な技術帥事項について読査審議を行なう。

9’の調査糠は・技回飲紳て行ない・㈱旧年・12、
月末までに終えるこ’とを昌途・とずる6｝
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ま，

　　　　∫・・　．’　一，・ン委19－3111

ﾄ碗丁ち’藤’丸つ」17、」・．護
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　　　’」6雌ワプΨ1タ号扱　・　”　；∵

　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　’1・
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／搬拶軌八エ1彬伽柵ヨ渉用“る繍1叫べ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　．

警転囎瀦》終％Σ・マ際勾画嚇繊磁灘行

期蹴認識翻艶気総懸1三1〔綴磯盃1雛

　2ζo乙マ㌔ろ）1＝．）

　ワプヴ←！u酵1飛ωしr葬／ク翅9液．ρ炭舶良∴葬z段躍～堤タ

鼎ぢ聯饒獅掛艦《踏舞箔贈｛・糊寸蘇＼，

　を沢ρを∫』軒廊ノ～・’．、・↑細勲ひ～灘罪を得八。

（，ノ同轍1レフ訓彦黙

　　郷乙ベオマ獅レー細アツ1猟ルvン酵ド沸ナ

　ゐ～〃ワう一ヲー地薦マ凡糊て抜〃（・ζタ砂∫◎〃’／yρ4グ以τ稲イ文7て’

　β四阿「’1言苦グ遂’灸匿テス1をイ『レ∫，1丸．



　　　　　　　　　　　＼・一　一」－　・一．1　　　＼一【∴隅む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いや
●オ

’の

　　　ω騰更霊験　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　㍉．
　　　　融寸恢8〃4ケむ・ら／♪〃秒〃圏’ミお／こ記ワ7・イ離グフ・ワ7如か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　｝∫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委i9－4

　　　　t　　　　　　欧州宇宙研究磯溝‘ESRO）・との行政官’

　　　　　　会議の開催について

，’ @・．詔和48年夏。月謝
　　　　　　　　　　　　　　　科　学　1技術’庁

・日脚4．7年工明工2日に・日本とESR・との睡馳交わ

された翻1嫁づき、宇宙の醗と棚につ吟て、遠旅関心を

有する一殺儲吻励縮分野露語に関し齢鍋ため手

丸に。〔り双方の晦貝による会議を開催する。

　　　　・〆．　嗜己．＿’．　 ・

工期・，門門8御0月22岬・23韻

2．　場所　’　　科学技術庁

亀主な綿　　　　・　』で
　　　　　　　①宇扁螺の面訴と活語についで．・’、二

　　　　　　　（2）入主衛星及びロケ．ツト関係技術の協力につ調て

4　出席者一、

　　　　、日本側　　　㌔『’　　し　　．’　，’　　　．、　　　！

　　　　　　　　　千葉博科学技術庁研究調整局長ほか、

　　1　　曝灘鵬者　．．・ρ『　’
　∬　E3R9側・　1　　　　・㌧
　　　　　　　　　LA．Dゴnkespi↓er　EdR・計画局：長庶か、

∫　　　。9　　　　　3各
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